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　雷ナウキャストで示す活動度に対応して、被害を防
ぐために利用者が取るべき行動を下表にまとめまし
た。雷の激しさを表すために活動度1～4に分けていま
すが、活動度2以上では落雷の危険が迫っている状況で
すので、活動度2～4では直ちに身の安全確保の行動を
とる必要があります。
　特に、活動度2は雷が発生していてもまだ活発に感じ
ない状況か、落雷が発生する直前という段階なので気
を許しがちとなりますが、この段階で行動をとること
が被害を軽減させるのに大切です。
　なお、安全確保に時間を要する場合は、活動度１の
段階から行動することが被害の防止につながります。

雷は、雷雲の位置次第で、海面、平野、山岳などところを選ばずに落ちま

す。近くに高いものがあると、これを通って落ちる傾向があります。グラン

ドやゴルフ場、屋外プール、堤防や砂浜、海上などの開けた場所や、山頂や

尾根などの高いところなどでは、人に落雷しやすくなるので、できるだけ早

く安全な空間に避難してください。鉄筋コンクリート建築、自動車（オープ

ンカーは不可）、バス、列車の内部は比較的安全な空間です。また、木造建

築の内部も基本的に安全ですが、全ての電気器具、天井・壁から1m以上離れ

れば更に安全です。

近くに安全な空間が無い場合は、電柱、煙突、鉄塔、建築物などの高い物

体のてっぺんを45度以上の角度で見上げる範囲で、その物体から４m以上離

れたところ（保護範囲）に退避します。高い木の近くは危険ですから、最低

でも木の全ての幹、枝、葉から2m以上は離れてください。姿勢を低くして、

持ち物は体より高く突き出さないようにします。雷の活動が止み、20分以上

経過してから安全な空間へ移動します。


